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大山　鉦治さん　（おおやま　しょうじ）

昭和３年１月２日生まれ（82歳）

追分尋常高等小学校卒業。農林業の傍ら、所有する山に自生する植物を保護・観察
する他、山野草を育成・栽培する。また、イノシシ猟の名人としても知られ、近年
多く出没して田畑を荒らすイノシシの駆除にも奔走する。
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クマガイソウ

昔、戦があった頃、後ろから撃たれちゃいかんゆうてね、母衣（ホロ）っちゅう真綿の袋を背負って戦場に出とったわね。そんで、熊谷（くまがい）なんとかいう人がしょっとった母衣に、クマガイソウの花の形が似とったとかでこの名前がついたっちゅうだけど。そんなん、ようわからんよ。
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５月の連休時分に咲くだよ。だけど、休みに入って人がいっぺんに見に来たって、ちょうどいいように咲いとることはないわけ。おれたぁが見とると、一番いいときの花は一日か二日だけんね。ほんで、写真をよく撮りにくる衆は、何回も来て撮っていく。こういうとき、これが一番いい時。横から見るとわかるだら、違うもんねぇ。ここにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しわ),皺)がなくなって、はってくると。違うだら。ちょうどパンパンに膨らんで透き通るくらいになってる。１本で１輪しか咲かんもんね。ほんで、咲くのは１日だけ。５月は気温が、ばっと上がるでね。だから花もいっぺんに咲いて、いっぺんに終わっちゃう。だいたい見れるのは１週間くらいだね。年によっちゃあ、もっと早いとこ終わっちゃうことがある。

クマガイソウ・繁殖

クマガイソウは蘭だよ。蘭じゃあ一番大きいわけ。日本ではね。ほんで、クマガイソウは１種しかないの。他に違った花はない。高さは30センチか40センチくらいだな。同じ属のアツモリソウは、種を蒔いて、発芽させることができるわけ。でも、クマガイソウは種まいても芽が出ないの。

東京の偉い先生が、うちで種を採っちゃあ、「大丈夫。発芽させる」って、持って帰っとったけんど、ようやらんじゃった。ほんで、猿投農林の先生も、生徒を連れて交配やるっちゅうて来てね。交配させちゃあ、袋かぶして、種採ったけどあかんだった。幸田に植物の研究してて、セッコクやらもやっとる人があるだ。その人がやらしてくれっちゅうもんで、俺が「やめりい、あいだけみんながやっても駄目だで」て言っただが、「ほんでも、成功させるだでやらせてくれ」て言うだで、種を採っちゃあやっとった。そしたら、芽ぎるだ、発芽するだね。種が割れて、白いのがひょっと出て。20いくつか作って、その内３つ、芽ぎっただ。誰も芽ぎらせれんやつが、芽ぎったっちゅうて、急いで持って来て見せてくれただ。大したもんだね。そやけど、結局、ダメだった。芽ぎった先は育たん。それから２へんくらいやっとらせたが、もう手ぇあげただよ。種からつくっちゅうことができんだね。雑菌だかなんだかわからんけんど、ダメみたいだね。どうやってもあかん。

花を３つ以上つけたやつを植えんとあかんだね。花があるからって、そこで、ぷつっと切って植えたじゃあ、増えなんだ。３つ以上花がついたやつの根を、長ーいやつを手でおこいて、浅く植えとくと増えよった。そうやってね、増やしただよ。地面の下で根茎が這っていって、ピッと茎が上に出て伸びて花が咲く。まぁ、たいがいは１本しか出てきやせんけど、うまいこといくと２本出る。２つとも咲かんにしても、片一方くらいは花が咲くし、いい根が出りゃあ両方咲く。２本出ると、来年は２つになるわけ。そうすると倍になって。いつもそこから倍倍になって増えていくでわけないけんど、盛りの頃はわりと２つになっていって数も増えただよ。１，８００どれだかにまでなったけんどね。
多いときは、クマガイソウが生えとる場所を区切って、地図を書いてね。毎日行って、ここの一画には何本、ここには何本、って勘定して、全部足してクマガイソウの数を勘定する。楽しくってねぇ（笑）

クマガイソウ・最盛期

ＮＨＫがいつもテレビでやっただわね。五月の連休時分に咲くもんで撮影しちゃあね。今年でも撮っていってね。もう何十年もやっとるもんで、「花も何本もないから、もうあかんでやめりん」て言うだけんど、「これが画になるからいいんです」っていうようなこと言っちゃあ毎年撮っていかっせるけん。そうすると、放送して終わるか終らんかに、クマガイソウの花を見にダダダーッて人が来るだでね。ひといきは村の衆が怒るくらい車が渋滞しちゃって。まぁ、往生こいて。ほんでも、みんなが見てくれりゃ、おれは嬉しいわけ。飯田のお茶がうまかったもんで、あれを買ってきて、見に来てくれた人にお茶出して、お茶菓子出して、接待したの。山に入って、階段やなんやも全部きれいに作って、周れるようにしてね。

クマガイソウ・衰退

そういう時もあったが、今はもうダメになっちゃっただね。ちょっとした環境の変化ではすぐ絶えちゃうね。クマガイソウは。弱い、ものすごく弱い植物だでね。今は何十本くらいかしかない。よくここが知られる前から毎年来る衆がおっただ。本当のマニアだね。ほんで、藪の中に掻き分けて入って行って「あぁ、今年も咲いただ」って見にきよった。山に階段作ったときに、その衆が怒りよっただけんね。「そんなことしちゃあかん！ダメだ、人を入れちゃあかんよ。」て言いやしたけんど、見てもらうのが嬉しいもんで、掃除してきれいにしちゃった。それもあるね。

前は、クマガイソウは藪の中にあっただよ。竹林にあっただけん。だけど、杉の木をいっぱい植えたからそれが大きくなっちゃって、日照が変わってきたもあるじゃないかな。普通の山の倍くらいは抜いてあるだけんど。嫌地現象っちゅうだかね。ナスやなんかでも、おんなじ所ではできんようになっちゃう、ああいう風もある。あかんようになり始めると、もうダメ。だから、クマガイソウが育つにいい養分もなくなったじゃないかと思うけんどね。ほんだで、いろんな条件が重なってなくなってきたと思うだけんど、ようはわからん。

ほで、足助で研究会作ったから、百人くらいの人にクマガイソウを３本ずつわたしてね。みんなで作らっせただけんど、全部あかんかった。ほんで、怒田沢の人が「クマガイソウを作りたい」っちゅうもんで、ほの人の山を見に行っただ。ほしたら、「あぁ、ここなら育つかもしれん」と思って、20本くらい持ってった。そいつが、二百くらいにはなったと思うがなぁ。かなり増えただよ。ほんでも、今はどうなっとるかなぁ。菅生の嫁の在所にも、おれが３本持って行って植えて、ほれがどーっと増えた。ほんで、エビネで知られとる上八木のお寺さんが欲しいっちゅうから、在所のを何本かこいで持ってったら、こいだとこだけが絶えちゃって。こいちゃうと、ほこから菌が入って絶えてくだね。どうでそうなるかわからんよ。きれいな手でちぎるといいかもしれんけんど、鍬入れるとね。今までグワーッとたくさんあったやつが、そっから絶えて穴になっちゃうわけ。ほんでも、まだあると思うがね。クマガイソウを植えたいって言われて、いろんな人に分けたけどね、いくら「山に植えてくれ」って言ったって、みんな近くで見たいから家の近くに植えちゃう。ほんだもんで、ほとんどダメになっちゃう。藪で繁殖する花だからね。　

クマガイソウ・山にある植物いろいろ

地のエビネってのが、どえらいことあってね。たくさん咲いたよ。これもＮＨＫが全国生放送でやったけんね。11人もスタッフが来て撮影していったよ。そだけんど、エビネは今はなくなってきとる。ちっとは残っとるけど、今はちょろちょろっと咲くくらい。エビネ蘭もわりあいに貴重なのが、いろいろなのがあるだよ。ヨウラクラン、梅の木によくつくでね。カヤラン、カヤの木にえらいことつきよった。ギボウシも、おれが16、７種類くらい植えといたやつが、どえらいこと増えたけんど、イノシシが掘って掘って掘りまくっちゃって、まぁ、どうなっとるかわからん。シャクナゲはある程度よかったけど、古なったでダメんなった。「こんなものいくらでもある」っちゅうて、掘っては、皆にやっちゃって、後からしまったなって。これはツチアケビ。これは、寄生植物でね、作ることはできないの。山の木かなん[image: image3.jpg]


か腐ったやつに、菌がついて、ポッと出る。持って来て作ることは絶対できん。山には、他にも貴重な花がたくさんあるだ。ほんなもん１００種類くらいあるかな。昔あったやつがなくなっとったりもするだけど、山だもんで色んなものがあるだよ。

イノシシ・増えるイノシシ

豊田でもイノシシがえらいこと獲れとるらしいね。足助だけでも、３００くらい獲れとるだもんで。９００くらい獲れとるかな。駆除でね。旭があるし、小原も、下山もあるだもんで。いくらでもおるだよ。ほれに、イノブタが逃げちゃって交配しただか、もう数をようけ産むようになった。普通のイノシシは、足の先が黒くなきゃいかんわけ。イノブタは白いの。毛も白っぽい、犬みたいな毛だ。だけど、こういうイノブタの方が肉が柔らかくて美味いんだ（笑）。

コンボ（うりぼう）は、すぐ大きくなって、あくる年には子を産むだもんね。今年の寒になると、大きいやつは子を持つわけ。わけなく産んでいく。初めは２つか３つしか産まんけど、大きいイノシシは腹に７つくらい入っとるもんね。。いっくらでも増えてく。
ここいらで、去年は鹿を４頭獲ったよ。足助らへんにニホンジカが増えてきた。今はイノシシで困っとるけんど、そのうちに鹿でみんなが困るときが来ると思う。鹿は、柵をやっとっても飛び越えちゃうでね。イノシシは電気柵で引っかかると、もう来んようになるけどね。昔から鹿はおったとは思うよ。厩舎に牛ねんぼうをひく綱をひっかける鹿の角がつるしてあったからね。珍しいもんじゃなかっただよ。山に落ちてる角を拾ってきてたんだと思うよ。そやけん、ここいらの鹿はいっときはおらんようになって、また今増えただ。あれはね、周期があるらしいよ。

イノシシでも足助におらんようになった時期に、古い衆が「もう絶対じきにまわって来る」て言っとって、「そんなバカなことない」と思うとっただけん、今は、ほんに回ってきたわけだ、ここに。ほんで、畑や田んぼも堀りからかす。出てきたところには、絶対また次も来るよ。覚えとるからね。そういう場所を縄張りっちゅうだか、覚えといてね、時期になると必ず来ちゃう。ワイヤーメッシュで網を張っとるだけんど、ほんなものは、どっかからか入っちゃうでね。下のやぐいとこから突ついてみて、ちょっと動く弱いとこから入っちゃう。中に餌があると思うと、もう火にかかったようにドッカーン、グリグリグリ、とやってね。あれはもうどうしようもない。

イノシシ・デザートと寝屋

こないだ山の草刈りやっただけど、はよ草を片づけんとイノシシが出てくるだ。ミミズが湧くから。ありゃぁ、好物だね。「イノシシはミミズを３匹食べりゃ、一日生きてる」って、昔は言ってたね。栄養があるのかね。ほんで、イノシシはいろんなもんを食べた後に、最後は畑や沢を掘りまいて、ミミズを食べるか、サワガニを食べるかするわけ。デザートだわね、結局（笑）。ほんでから、寝屋（ねや）にひくだ。寝床。イノシシは毎日新しい寝屋を作るだよ。ほこの山の狭いとこでも、前はここで寝とった、今度はこっちで寝たって。どうしてそうするかは知らんけどね。ほんで、冬は、そこで寝とったとこのやつをかきまいて広げといて、あったかいようにして寝とるでね。あれは頭いいよ。で、夏は、木や葉っぱを、ススキでもなんでも噛んでちぎって持って来て、山ほどつくねて、そん中もぐりこんで寝るだ。イノシシの寝屋が山になっとる。蚊が来るからって、蚊帳みたいなもんだね。ほんで、穴開けてトンネル作って、そっからもぐりこんで寝とる。「夏寝屋」って言うけんね。頭いいね。

イノシシ・箱罠猟　

３月から10月にイノシシを獲るのは駆除だから、箱罠だけ。足くくりっちゅう「くくり罠」はいくらでも獲れるだけど、駆除の時期はやっちゃいかんだ。駆除っちゅうのは、稲やなんかに被害があるから、獲っていいっちゅう許可があるけん。箱罠は指示書ってのがきて、許可が出るだもんね。一枚で猟友会に許可が下りて、それから、誰と誰がとかいう指示が出て。何頭までいいとか決まっとるからね。[image: image4.jpg]


前は、駆除で獲ったやつは埋めるか焼却と決まっとった。駆除で獲ったイノシシは、売買禁止。でも、食肉利用としても自家用ならいいということになっただ。でも、そんなに食べれんしね。むいてくれりゃぁ食べるって言われても、精肉するのがえらなっちゃって。昔はそんなのわけない、パッパッパッとやっちゃっとっただが、もう年だで、えらなっちゃった。ほんで、足助でイノシシ肉を加工するところを、ちゃんと作ってくれって、色々な機会にそういう話を持ち出してみるけども。どうなっとるかな。
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こんな簡単なものだけど入るだよ。あんきに作っても、どえらい丈夫に作っても、入るのは同じ。金網は７センチ組ってのもあるけど、この檻のは10センチ。小さいやつだと、ここから出ていっちゃうだよ。生まれたばっかりの小さいやつは、檻にすぐ入るよ。でも、頭だけ出りゃ、どうやってか出ていっちゃう。
あー、大きいのが中まで入っといて出てったな。奥に仕掛けがあって、その向こうに、エサが置いてあるだ。ハスかいに、藤のツルの長いやつ持ってきて縛っとくと、あいつがストッと落ちるだ。ほんでかかるわけ。習性をみといて、ちょこっと仕掛けをいじるだよ。

イノシシ・くくり罠猟

狩猟期間は、11月から２月。冬本番だな。ほんで、前後15日間はやっちゃあいかんから、獲っていいのは、11月15日から２月15日まで。その間は、くくり罠の方を一生懸命にやるわけ。くくり罠は一人でやるだ。ほんで、僕らはこの間に一人でだいたい50くらい獲るだけんね。去年は47頭。駆除でも獲りよったから、年に１００頭近くは獲りよったけんど。本番に入ると、朝も早いとこ行っちゃってまわって見てくる。毎日毎日行って、罠を設置せんならんわけ。ほだもんで、数をいれんで、ここなら絶対にかかるちゅうとこを探して、くくり罠を入れるだ。
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山の上に行くと、本線がいくつもあるわけ。山によっちゃあ、３本くらい。そいつからこういう風に下がって、イノシシが出てきて。そこのいいとこを探して入れるわけ。谷の方じゃなくて、ちょっと上でね。だけんど、上は登ってイノシシ下ろしてくるのもえらいからね、なるたけ下の方で探いて入れるだけんね。

今はね、足くくりは直径が12センと決まっちゃっとるの。そこへ足を踏ませるわけだもんで、難しいよ。ここへ足をつけると、バネが持ち上がって足が縛れるようになっとる。これをね、土の中へ設置して。イノシシは同じように歩くでね、危ないようなとこはもう決まっとるの。こっちへ足跡がつくなら、ここへきて、って。どこへ足をつけるか、右足をかけるか、左足をかけるかもわかるくらいだもんでね。地形によって、どのイノシシが来てもそうやって歩いてく。そこへ罠を置くと具合ようかかるの。罠の端っこを木かなんかに縛ってね。そうせんとイノシシが逃げちゃうからね。そんで、ここがクルクル回るようになっとるわけ、いくらイノシシがグルグル回ってもワイヤーが切れんようにね。一定の大きさ以上には締まらんようにする。こうしてやっとかんとね、この角で皮がすぐに切れちゃうの。イノシシの腕が切れんようにテープを巻いてあるわけ。

雨が降った明けの日の朝行けば、たいがい２へんにいっぺんはかかっとる。雨が降ると、人間の匂いが消えて、イノシシがあんきに歩くもんで、ようかかるの。雨でいろんな匂いがなくなっちゃっとるもんでね。そんときは、いつもかからんようなやつも雨が降るとかかっちゃうね。ほんで、この短い狩猟期間に獲ったやつは、売買してもいい。その時期に獲ったイノシシを、足助屋敷の「桧茶屋」や香恋の里の「山遊里（やまゆり）」や持ってくだ。でも、今はイノシシがたくさん獲れるからあんまり売れないね。

イノシシ[image: image7.jpg]


・鉄砲猟
昔は鉄砲もよう打ちに行っとった。20人も30人もうちへ集まって、毎朝行っちゃあ、獲って、うちで解体やっとっただわ。ほの時分で、普通は最高で一日30匹くらいしか獲れなんだわね。みんなして30人で30頭じゃぁ知れとるわね。最後には、足助にイノシシが、ほとんどおらんようになっただわ。そういう時期もあっただ。20年くらい前かな。そんで、僕らはその頃、イノシシがいっぱいおった三重県に行って猟をやってただ。あっちに鉄砲打ちに行っとっただよ。ジープで行って、荷台に積んでね。５人くらいで行って、２日で９頭獲ったことがある。ほいで、三重ではたくさん獲れて値が安いもんで、値のいい新城まで持って行ってね。「まるたき」ちゅう精肉屋さんに電話かけとくと、夜中でも待っといてくれて。そこが愛知県で猪肉を一番よう売っとった。そこへ持って行きよっただよ。その時分は値がよくて、一貫目１万８千円くらいで売れたわけ。撃って、腹をかいて、毛のついた丸のままやつがだよ。精肉は向こうがやってくれたからね。１頭で20貫くらいあっただけんね。

昔は博打みたいなもんで、朝から出て行って、５、６人でやりゃあいい金になりよっただ。そいでみんな食べとっただもんね。ほういう時代があった。今はダメ。大きいの獲っても安いだよ。捨て売りになっちゃって。今じゃもう面白いから獲るだけで、お金にはならん。今は目が悪うなっちゃったから、鉄砲はもうしない。目が悪うなってから、当たらんようになっちゃって、何発も打ちこんでも、急所はずすから、まだ生きとる、まだ生きとる、って。昔は、狙って撃ちゃあ、頭にバーンときれいに弾が入って、そっから煙だか湯気だかが出るようなのも見えとったけどね。今はもうしない。事故があっちゃいかんでね。

イノシシ・子どもの頃から
小さい時分から針金探して拾ってきて、ほんで罠作ってやっとくと、たいがいウサギがかかりよった。嬉しくてねぇ、あれが。通るとこが決まっとるわけ。雪が降るとよくわかるだ。針金を丸くして、ぶらぐっとくとね、すぐかかっちゃう。鉄砲撃ちの人が来りゃぁ、「やい、坊主、あそこに罠掛けたな！」なんて言われよった。「追いやったらお前の罠にかかったから、持って来てやった。ばかやろう。」なんて、鉄砲撃ちの人が、僕の罠をはずして持ってきてた。ほんで、また行って同じところにかけよったの（笑）。なんかしら、俺の罠にはようかかる。そうやっちゃあ捕まえよった。今も一緒。ウサギがイノシシになっただけ。子どもの時分と一緒で、おもしろいから獲るの（笑）。
【聞き手・岡村ゆかり（平戸橋町）】

�満開時のクマガイソウ








�ツチアケビ








�箱罠





�箱罠の仕掛け








�くくり罠








�鉄砲猟








